
して，従来からの完全世代の形態的特徴をもとにした分

類体系（野村，1997；BRAUN, 1987）から，遺伝子解析

に基づく系統分類によって，属レベルの高次分類が改訂

されたこと，さらに不完全世代（アナモルフ，分生子世

代）の形態的特徴の再検討により，Oidium属について

は亜属を設けたこと，同時にこれらの亜属がそれぞれの

遺伝子解析による分子系統が完全世代（テレオモルフ，

閉子のう殻世代）における分子系統の解析結果と矛盾す

ることなく位置づけられたことが挙げられる。つまり，

この亜属と完全世代の属の改訂により，不完全世代の属

あるいは亜属が完全世代の属と 1対 1の関係で対応する

ことになり，完全世代が見つかっていなくとも，不完全

世代の形態から完全世代の属を特定することが可能とな

った。以下に主要な変更点を挙げる。

（ 1） 旧 Erysiphe属の節は「属」に位置づけ

従来の Erysiphe 属は，section Erysiphe，section

Golovinomyces，section Galeopsidesの三つの節に分けら

れていたが，この三つの節がそれぞれ，新たな概念の

Erysiphe属（口絵：図― 1）と Golovinomyces属（口絵：

図― 4），Neoerysiphe属に改訂された。つまり，閉子のう

殻の付属糸は菌糸状で，子のうを閉子のう殻内に複数個

形成するグループの中で，①分生子が鎖生（Euoidium

型），子のう胞子数が 2～ 3個で，菌糸上の付着器が単

純な乳頭突起状の菌を Golovinomyces属に，②分生子は

同様で，子のう胞子数が 2～ 6個で菌糸上の付着器が拳

状の菌を Neoerysiphe属，そして，③分生子が単生し，菌

糸上の付着器が拳状の菌を，新たに Erysiphe属とした。

（ 2） 旧Microsphaera属と Uncinula属は新 Erysiphe

属の「節」に位置づけ（口絵：図― 1，2，3）

従来のMicrosphaera属菌と Uncinula属菌は，分子系

統解析の結果，従来の Erysiphe属 Erysiphe節の中に入

り込む菌があり，従来のMicrosphaera属菌と Uncinula

属菌および Erisphe属 Erysiphe節の菌を込みにして単系

統となったため，それらは新たな Erysiphe属に統合さ

れ た 。 な お ， そ れ ら の 菌 は ， 分 生 子 が 単 生

（Pseudoidium型）し，菌糸上の付着器が拳状である点

で共通している。なお，Microsphaeraと Uncinulaの名

は　じ　め　に

2000年を挟んで，うどんこ病菌の分類体系が大幅に

見直され，新しい体系による学名が提案されている

（MORI et al., 2000 ; TAKAMATSU et al., 2000）。そして，この

新分類体系については，本誌第 56巻第 6号において，

高松（2002）が詳細に解説するとともに，佐藤（2002）

が観察方法などを紹介している。新しい分類体系で重要

な点は，完全世代（閉子のう殻世代）の形態を観察でき

なくとも不完全世代（分生子世代）の形態的特徴だけで，

完全世代の属名を特定できることにある。このことによ

り，うどんこ病の的確な診断，対象とする菌群を限定し

た生活史や伝染源の解明につながるような研究課題の設

定が可能となってきたと考えられる。

しかし，一方で新体系提唱から 10年を経ているにも

かかわらず，本邦では新しい体系に基づく新学名が，必

ずしも広くは普及しておらず，世界的な流れに遅れをと

っている。そこで，旧体系による学名から新学名への改

訂について，新旧対照表として整理し，掲載すること

で，新体系における学名の普及に資したいこと，また，

従来の形態的な分類上の特徴が新分類でも生かせること

を解説し，顕微鏡レベルで所属が判断できるようにとの

想いで本稿をとりまとめた。うどんこ病研究並びに病害

診断に携わる方々のお役に立てれば幸いである。なお，

本稿は，高松（2002）および佐藤（2002）からの引用に

よるところが多いことをお断りするとともに，適宜，ご

助言や情報を寄せていただいた三重大学大学院生物資源

学研究科高松　進教授に厚くお礼申し上げる。

I うどんこ病菌の主要属の新旧対照および
形態的特徴

旧分類体系と新分類体系の違いについて，対照表

（表―
　

1）をもとに説明する。今回の大幅な改訂の背景と

うどんこ病菌の新分類体系に基づく新旧学名対照と形態的特徴 775
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2002）。

つまり，①分生子は単生し，フィブロシン体を欠き，

菌糸上の付着器は拳状の菌（Pseudoidium亜属；完全世

代 Erysiphe属）。②分生子は鎖生で，フィブロシン体を

欠き，菌糸上の付着器は乳頭突起状または不明瞭な菌

（Reticuloidium亜属；完全世代 Golovinomyces属）。③分

生子は鎖生で，フィブロシン体を欠き，分生子柄先端部

と基部の幅差は小さく，菌糸上の付着器は乳頭状の菌

（Gracilodium亜属；完全世代 Arthrocladiella属）。④分

生子は鎖生で，フィブロシン体を欠き，菌糸上の付着器

は拳状の菌（Striatoidium亜属；完全世代 Neoerysiphe

属）。⑤分生子は鎖生で，フィブロシン体を欠き，分生

子柄基部は膨潤し，菌糸上の付着器は乳頭状の菌

（Oidium亜属；完全世代 Blumeria属）。⑥分生子は鎖生

で，明瞭なフィブロシン体を有し，大型分生子と小型分

生子の 2種類の分生子を形成する菌（Octagoidium亜属

菌；完全世代 Sawadaea属（図― 8）。⑦分生子は鎖生で，

明瞭なフィブロシン体を有し，小型分生子を形成しない

菌（Fibroidium亜属；完全世代 Podosphaera属）。⑧分生

子は鎖生で，明瞭なフィブロシン体を有し，褐色の剛毛

を形成する菌（Setoidium亜属；完全世代 Cystotheca属）。

その他，Uncinula septataは，Parauncinula septataに

改訂された。すなわち，コナラなどの発生する

Uncinula septata（TAKAMATSU et al., 2005）は，遺伝子解

析の結果，系統樹の基部のほうに位置し，より祖先的で

あり，従来の Uncinula属菌とも新たな Erysiphe属とも

大きく異なることから，新属 Parauncinula属の 1種と

称は，新 Erysiphe属の下位になる節名として残ってお

り，節の分類基準は従来の付属糸の形状（前者は先端が

二又に規則的に分枝し，後者は付属し先端が渦巻く特

徴）で分類される。

（ 3） 旧 Sphaerotheca属は Podosphaera属に統合

従来の Sphaerotheca属は新体系では Podosphaera属に

統合された（口絵：図― 6）。旧体系における両属は，閉

子のう殻内に 1個の子のうを形成する点で共通していた

が，前者の付属糸が菌糸状なのに対して，後者は先端が

規則的に二又に分枝する点で区別していた。一方，従来

の Sphaerotheca属は，閉子のう殻の隔壁細胞の大きさ

によって，大きい菌をMagnicellulatae節（図― 7），小さ

い菌を Sphaerotheca節として分類された。しかし，分

子系統解析の結果，これら二つの節が，Podosphaera属

から別々に生じ，異なる祖先を有することが明らかにな

った。系統的には，Podosphaera属と Sphaerotheca属は，

一緒になって明瞭な単系統を形成したため，

S p h a e r o t h e c a 属を，より古く記載された属の

Podosphaera属に統合させた（高松，2002）。

（ 4） 不完全世代 Oidium属は八つの亜属に分類

不完全世代として，外部寄生性の Oidium属と内部あ

るいは半内部寄生性の Oidiopsis属（完全世代 Leveillula

属），Ovulariopsis属（完全世代 Phyllactinia属（口絵：

図― 5）），Streptopodium属（完全世代 Pleochaeta属）に

分類されていたが，Oidium属の菌については，形態学

的特徴の見直しにより，COOK et al.（1997）によって以

下に記す八つの亜属に分類する提案がなされた（高松，

うどんこ病菌の新分類体系に基づく新旧学名対照と形態的特徴 777
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1

2 3 4

図－7 Podosphaera（Sphaerotheca節）
Podosphaera xanthii（シノニム Sphaerotheca cucurbitae，Sphaerotheca fusca；キュウ
リうどんこ病菌）：①閉子のう殻（大型の隔壁細胞），②子のう（子のう胞子は未熟），
③分生子柄と鎖生する分生子，④分生子の発芽管．〔佐藤幸生〕



（ 2） 分生子の発芽管の形態の呼称の変更

分生子の発芽管の形態に関しては，平田（1942 ；

1955）の方法による形態的特徴が記載されてきた。つ

まり，分生子は発芽管の形態には P o l y g o n i 型，

Cichoracearum型，Pannosa型および Fuliginea型の 4

型が認められ，これらは菌の種類により特徴的な形態で

あるとされている。BRAUN et al.（2002）は，うどんこ病

菌の学名の変更に伴い，平田の提唱した型を，それぞれ，

Pseudoidium型，Reticuloidium型，Fibroidiu型および

Magnicellulatae型と呼ぶことを提案している。

Magnicellulatae型は，閉子のう殻の隔壁細胞が大き

いグループの従来の Sphaerotheca属のMagnicellulata節

に由来する。また，最近，COOK and  BRAUN（2009）は，

発芽管の形態を九つのタイプに細分し，分生子世代の属

または亜属に 1対 1で対応するようなタイプ分けを提案

しているが，付着器を形成しない発芽管をも対象として

いる点で今後の動向を見守る必要がある。ここでは，

BRAUN et al.（2002）を併記するにとどめる。

（ 3） Polygoni型および Cichoracearum型の Oidium

sp. の取り扱い

従来，うどんこ病菌に関してだけでなく，病原菌の分

類学的位置を明確にできない場合には，学界に報告され

ることはなかったと考えられる。つまり，うどんこ病の

場合は，完全世代が見つからないと菌を特定できないた

めに報告不能との認識が強く，新発生うどんこ病では完

された。

II 観察上重要な形態的特徴

新分類体系であっても，従来から重視された形態的特

徴は，完全世代であれ不完全世代であれ，分類上の重要

な形質であることに変わりはない。その観察のポイント

と方法は，佐藤（2002）を参考にしていただきたい。こ

こでは，その後に変更された点，あるいは変更すべき点

についてだけ述べることとする。

（ 1） 分生子の測定方法の統一

佐藤（2002）は，分生子の測定方法として，うどんこ

病の病斑部をスライドグラスに押しつけて，きちんと付

着した状態の分生子をカバーグラスを掛けずにそのまま

測定することを紹介している。これまで上梓されたうど

んこ病菌のモノグラフあるいは論文等では，うどんこ病

菌の分生子の測定方法を検討した報告は見当たらず，測

定方法を記載したものも見当たらない。そこで，うどん

こ病菌研究者の間での情報交換を行ったところ，うどん

こ病菌の分生子観察・形態測定の場合でも他の病原菌同

様に，スライドグラスに接種した分生子を水でマウント

してカバーグラスを掛けて測定するのが一般的であるこ

とが判明した。そこで，分生子の測定方法に際し，上記

のように水でマウントすることに統一することを提案し

たい。なお，水でマウントした場合は，長時間経過すると

分生子が膨張することがあるので，測定は速やかに行う。
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図－8 Sawadaea
Sawadaea polyfida var. japonica（カエデ類うどんこ病菌）：①閉子のう殻，②同（ヤマモミ
ジ；SEM），③子のうと子のう胞子，④菌糸上の付着器，⑤大型分生子と発芽管，⑥大型分生
子の分生子柄，⑦小型分生子，⑧小型分生子の分生子柄．〔①③～⑧佐藤幸生，②高松　進〕



Takamatsu［Microsphaera syringae ― japonicae U. Braun，

ハシドイ・ムラサキハシドイうどんこ病］

E. tiliae（Eliade）U. Braun & S. Takamatsu［＝

Microsphaera tiliae Eliade，オオバボダイジュうどん

こ病
　

］

E. trifolii Greville［＝Microsphaera trifolii（Greville）

U. Braun，ムラサキツメクサうどんこ病］

E. vanbruntiana（Gerard）var. sambuci ― racemosae

（U. Braun）U. Braun & S. Takamatsu［＝Microsphaera

vanbruntiana var. sambuci ― racemosae U. Braun，ニワト

コ・オオニワトコ・エゾニワトコうどんこ病］

（ 3） Uncinula節

E. pseudocarpinicola（Y. Nomura & Tanda）U. Braun

& S. Takamatsu［＝ Uncinula pseudocarpinicola Y

Nomura & Tanda，サワシバうどんこ病］，Mycol

Progress（2006）5 : 139～ 153

E. arcuata U. Braun, Heluta & S. Takamatsu［＝

Oidium sp.イヌシデ・セイヨウシデうどんこ病］，Mycol

Progress（2006）5 : 139～ 153

E. carpinicola（Hara）U. Braun & S. Takamatsu［＝

Uncinula geniculata var. carpinicola Hara, Uncinula

carpinicola（Hara）Hara，クマシデうどんこ病］,

Schlechtendalia 4 : 17（2000）

E. carpini ― laxiflorae U. Braun & S. Takamatsu［＝

Uncinula carpinicola（Hara）Hara，アカシデ］, Mycol.

Progree（2006）5 : 149

Parauncinul curvispora（Hara）U. Braun & S.

Takamatsu［＝ Uncinula curvispora（Hara）Hara，イヌ

ブナうどんこ病］，Mycoscience（2005）

Parauncinula septata（Salmon）U. Braun & S.

Takamatsu［＝ Uncinula septata Salmon，コナラ・カシ

ワうどんこ病］，Mycoscience（2005）

2 Golovinomyces属

本項の準拠出典は全種とも GELJUTA（1988）である。

G. arabidis（Zheng et Chen）Geljuta［＝ Erysiphe ara-

bidis Zheng & Chen，エゾハタザオうどんこ病］

G. biocellatus（Ehrenberg）Geljuta var. monardae［＝

Erysiphe biocellata Ehrenberg var. monardae（Nagy）U.

Braun，モナルダうどんこ病］

G. braun eopunctatus（U. Braun）Geljuta［＝ Erysiphe

brunneopunctata U. Braun，ミゾホオズキうどんこ病］

G. laporteae（ U. Braun） Geljuta［＝ Erysiphe

laporteae U. Braun，ムカゴイラクサうどんこ病］

G. magunicellulatus U. Braun var. magnicellulata［＝

Erysiphe magnicellulatus U. Braun var. magnicellulata，

全世代の形成がほとんどないことから，トウガラシに寄

生する Leveillula属菌の報告などのように特徴的な場合

以外は，新発生うどんこ病の報告は極めて少なかった。

したがって，新発生したうどんこ病でも記録されずにす

まされた例がいくつもあったと考えられる。しかし，

1980年代末以降，新病害の報告が飛躍的に増加し，う

どんこ病に関する報告も急激に多くなった。その背景と

して，1987年の日本植物病理学会大会における岸　國

平会長の会長講演「植物病理学におけるルーペの世界」

が大きな影響を与えたと考えられ，また，導入植物種・

品種の増加のもとで新発生うどんこ病が増大したという

ことのほかに，新たな報告のスタイルを提起したことが

挙げられる。すなわち，「Polygoni型の Oidium sp.」あ

るいは「Cichoracearum型の Oidium sp.」という表現に

よる報告がそれである。この表現は，現在の Oidium属

の亜属にも対応する形態的特徴を表している点で，それ

ぞれの菌を Oidium属 Pseudoidium亜属菌，Oidium属

Reticuloidium亜属菌と，そのまま亜属名を冠しても分

類学上問題はない。これまで報告された Oidium sp. に

ついては，新学名での整理が必要になっているが，ここ

では，割愛し，改めて報告することとしたい。

III うどんこ病菌の学名変更種の新旧学名対照表
および準拠出典

新旧学名の対照表は，高松（2002）が整理している。

ここでは，それらに追加すべき新旧学名等をそれぞれ，

新学名，旧学名，宿主，病名および準拠出典を示した。

1 Erysiphe属

本項の準拠出典は大多数の種が BRAUN and TAKAMATSU

（2000）であり，その他の出典の場合のみ各種の末尾に

明記した。

（ 1） Erysiphe節

（ 2） Microsphaera節

E. securinegae（Tai et Wei）U. Braun & S. Takamatsu

［＝Microsphaera securinegae Tai et Wei，ヒトツバハギ

うどんこ病］

E. shinanoensis（Tanda）U. Braun & S. Takamatsu

［＝Microsphaera shinanoensis Tanda，カンボクうどん

こ病］

E. viburni Duby［＝Microsphaera sparsa Howe，ガマ

ズミ・コバノガマズミ・ミヤマガマズミうどんこ病］

E. subtrichotoma（U. Braun）U. Braun & S. Takamatsu

［＝Microsphaera subtrichotoma U. Braun，ハリエンジュ

うどんこ病］

E. syringae ― japonicae（U. Braun）U. Braun & S.
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